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4.1.1　教師あり学習
　ここの四つの例はすべで、教師あり学習の応用の例です。

• シーケンス生成

　与えられた画像を説明するキャプションを予測します。シーケンス生成は、シーケンス内の単語やトーク

ンを繰り返し予測するなど、連続する分類問題に変換されることがあります。

• 構文木予測

　与えられた文章から構文木への分解を予測します。

• 物体検出

　与えられた画像内の特定のオブジェクトの周りに境界矩形を描くもので、分類問題や同時分類/回帰問

題として表現されることもあります。分類問題では、候補となる境界矩形の数が十分であるという前提で、

各境界矩形の内容を分類します。同時分類/回帰問題では、ベクトル回帰を通じて境界矩形の座標を予

測します。

• 画像分割

　与えられた画像の特定のオブジェクトをピクセルレベルします。



4.1.2　教師なし学習

　教師なし学習は、入力のみ（ラベルなしの例）からモデルを構築します。

　教師なし学習は、データの可視化、データの圧縮、データのノイズ除去が目的のこともあれば、データ

によって表される相関関係への理解を深めることが目的のこともあります。

　教師なし学習では、次元削減とクラスタリングの二つのカテゴリがよく知られています。



4.1.3　自己学習

　自己学習は、アノテーションラベルのない教師あり学習であり、人がまったく介入しない教師あり学習

として考えることができます。自己学習にも何らかの教師が必要なので、やはりラベルを使用しますが、

それらのラベルはたいてい発見的アルゴリズムを用いて入力データから生成されます。

　例えば：オートエンコーダ



4.1.4　強化学習

• 強化学習では、エージェントがその環境を受け取り、何らかの報酬が最大になるような行動の選び方

を学習します。

• 現在、強化学習は主に研究分野で使用されており、ゲーム以外の分野では大きな実績を上げるには

至っていません。ですかゆくゆくは、強化学習が現実のアプリケーション(自動運転、ロボット工学、リ

ソース管理、教育など)で大きな割合を占めるようになることが期待されています。強化学習はこの時

代にぴったりであり、いずれ強化学習の時代がやってくるでしょう。




